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七鈴鏡「付宝地山2号墳出土品一括」

60

県指定
所在地：呉服町

蛤刃磨製石斧 はまぐりばませいせきふ

市指定
所在地：新荘

昭和48年11月17日、上
宿の宝地山古墳群のうち
の2号墳から出土したもの
である。
直径16.9㎝、縁に7個の
鈴が付いていることから
七鈴鏡と呼ばれている。
兵庫県下では出土例がな
く、全国的にも数例が知
られるのみである。
宝地山2号墳は古墳時代
後期（5世紀末～6世紀）
の築造であり、当地域の
古代史を解明する手がか
りとして極めて重要であ
る。

昭和25年頃、新荘谷ノ
坪において、住宅建築に
当たって地下を掘り下げ
た際、出土した石斧であ
る。
石質はきめの細かい閃
緑岩で、表面はよく磨か
れ、刃部は典型的な蛤形
を呈する。長い間土中に
埋没していたため鉄分が
付着しているが、ほとん
ど損傷のない完形品であ
る。
縦16.2㎝、厚さ3.7㎝、幅
6.8㎝。

しちれいきょう（つき ほうじやま
にごうふんしゅつどひんいっかつ）


